
宮城伝承の技、つながる心

H25（2013）.4.1

まちの話題
雄勝地区

　600年の歴史を誇る国指定重要無形民俗文化財の雄勝法印神楽が、2月2日、
東北の復興支援企画出演で国立劇場の舞台に立ち、「蛭

ひ る こ

児」「鉤
ちきゅう

弓」「産
う ぶ や

屋」の3演
目を奉納しました。会場は満席となり太鼓や笛の演奏、躍動感あふれる舞台を
皇太子ご夫妻も鑑賞されました。
　この公演で、平成25年度地域伝統芸能大賞保存継承賞を受賞し、10月5日、6
日に石川県金沢市で開催される授賞式公演に出演します。

河北地区　　

３月２日（土）
ビッグバン

　大川地区の住民が一堂に集う「大川ふるさと祭り」がビッグバンで開催され、
たくさんの人でにぎわいました。大川復興協議会と、ふんばろう東日本支援プロ
ジェクトが主催したものです。
　メイクやネイルアート、ミサンガ作り、子ども縁日、スイーツデコ、苔玉作り等の
ほか、お茶っこ会場や「居酒屋大川」も大盛況でした。大川地区を離れた人も参加
し、地域の仲間との再会を喜び合っていました。

地域の輪、
　　　笑顔広がる

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
教

訓
や
国
の
防
災
基
本
計
画
の
見

直
し
に
伴
い
、「
石
巻
市
地
域
防

災
計
画
」の
改
訂
を
行
う
と
と

も
に
、防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

中
継
局
の
整
備
、津
波
避
難
ビ

１　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
蛇
田
地
区
、渡
波
地
区
、二
子
南

地
区
等
の
宅
地
造
成
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、高
盛
土
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、周
辺
の
市
街
地
整

備
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、防
潮
堤
等
の
海

岸
保
全
施
設
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、新
市
街
地
の
整
備

や
高
台
へ
の
宅
地
等
の
整
備
、

復
興
公
営
住
宅
の
早
期
の
供
給

　
復
興
特
区
制
度
や
そ
の
他
の

支
援
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

　
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
河
北

地
区
、雄
勝
地
区
、北
上
地
区
、

牡
鹿
地
区
で
は
、防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
を
最
優
先
課
題
と

し
、高
台
等
へ
の
住
居
の
移
転

を
促
進
す
る
た
め
、移
転
先
の

用
地
取
得
や
造
成
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　

雄
勝
地
区
に
つ
い
て
は
、公

共
施
設
等
の
災
害
復
旧
事
業
と

あ
わ
せ
た
地
域
再
生
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
基
幹
施
設
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

北
上
地
区
に
つ
い
て
は
、

に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
周
辺
地

域
へ
の
総
合
支
所
や
小
学
校
等

の
公
共
施
設
の
集
約
化
を
図
り

ま
す
。

　
「
施
政
方
針
」は
、市
長
が
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
や
重
点
施
策
等
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
示
し
す
る
も
の
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、平
成
25
年
度
は
、

「
石
巻
市
震
災
復
興
基
本
計
画
」に
掲
げ
ま
し
た「
復
旧
期
」か
ら「
再

生
期
」へ
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の
大
事
な
１
年
で
す
。市
民
の
皆
さ

ん
に
復
興
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、安
心
と
未
来
へ
の
原
動
力
に
な

る
よ
う
復
興
事
業
の
さ
ら
な
る
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
石
巻
の
新
し
い
未
来
を
切
り
開
く
」た
め
に

平
成
25
年
度
施
政
方
針

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

①
仮
設
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の

　
運
営
、在
宅
当
番
医
制
事
業
、

　
病
院
群
輪
番
制
事
業
の
継
続

　
実
施

②
仮
設
雄
勝
診
療
所
、仮
設
寄

　
磯
診
療
所
の
運
営

③
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成

　

の
継
続
等
、未
熟
児
へ
の
訪

　
問
等

④
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大

⑤
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑥
空
間
放
射
線
量
測
定
、空
間

　
放
射
線
量
簡
易
測
定
器
の
貸

　
出
等

⑦
学
校
等
教
育
施
設
の
早
期
復

　
旧

2月2日(土)
東京都千代田区国立劇場

ル
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備

等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
石
巻
市
自
主
防
災
組

織
機
能
強
化
補
助
金
交
付
要

綱
」に
基
づ
き
、自
主
防
災
組
織

へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、石
巻
市
災
害
時
備
蓄

計
画
を
策
定
し
、計
画
的
な
備

蓄
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、石
巻
工
業
港
曽

波
神
線
、渡
波
稲
井
線
等
の
南

北
道
路
の
整
備
や
石
巻
鮎
川

線
、釜
大
街
道
線
等
の
整
備
を

推
進
し
、災
害
に
強
い
道
路
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
も

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

２　
暮
ら
し
を
早
く
取
り
戻
す

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、湊
小
学
校
、渡
波
小
学

校
、湊
中
学
校
の
改
修
工
事
を

行
う
等
教
育
施
設
の
早
期
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
引
き

続
き
配
置
し
、子
ど
も
達
の
心

の
ケ
ア
に
努
め
、教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

３　
産
業・経
済
の
再
生

既
存
企
業
お
よ
び
被
災
事
業
者

の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

４　
総
合
支
所
エ
リ
ア
の
復
興　

牡
鹿
地
区
に
つ
い
て
は
、水

産
物
地
方
卸
売
市
場
牡
鹿
売
場

の
早
期
の
復
旧
、さ
ら
に
は
、製

氷
冷
蔵
庫
等
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　

各
漁
港
施
設
に
つ
い
て
は
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
、取
り

組
む
と
と
も
に
、水
産
業
の
振

興
の
た
め
の
水
産
関
連
事
業
地

の
嵩
上
げ
に
つ
い
て
も
併
せ
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

河
北
地
区
に
つ
い
て
は
、除

塩
工
事
が
終
了
す
る
針
岡
地
区

の
一
部
の
作
付
け
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、農
業
機
械

施
設
等
の
導
入
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。

①
防
災
拠
点
と
し
て
の
総
合
運

　
動
公
園
の
整
備

主
要
な
施
策

　
災
害
復
旧・復
興
事
業
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

総
合
計
画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す「
市
民
生
活
や
産
業
の
進
展
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
策
」に
つ
い
て
は
、厳
選
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

１　
市
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
防
災
対
策

①
下
水
道
施
設
の
早
期
復
旧

②
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
構
築

③
石
巻
工
業
港
曽
波
神
線
の
完

２　
市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

①
住
宅
被
災
者
の
た
め
の
住
宅

　
地
の
整
備

②
土
地
区
画
整
理
事
業
の
着
工

③
復
興
公
営
住
宅
の
整
備

④
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の

　
推
進

⑤
住
宅
再
建
の
た
め
の
独
自
支

　
援
の
継
続

⑥
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の

　

相
談
支
援
、被
災
者
見
守
り

３　
市
民
生
活
の
復
興
に
必
要
な
基
盤
づ
く
り

４　
市
民
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策

　

ま
た
、新
た
な
産
業
の
創
出

や
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
、働

く
場
の
確
保
と
住
ま
い
の
再
建

に
よ
り
、本
市
の
人
口
減
少
を

食
い
止
め
、定
住
人
口
の
回
復

を
図
り
ま
す
。

　
「
石
巻
復
興
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
協
議
会
」に
お
い
て
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

循
環
型
社
会
、世
界
最
先
端
の

エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
等
に
よ

り
、産
業
の
創
造
と
雇
用
の
創

出
を
図
り
、魅
力
的
な
街
と
し

て
復
興
さ
せ
る
た
め
の
産
学

官
に
よ
る
協
働
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
で
は
、地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
商
品
の
研

究・開
発
を
進
め
、農
山
漁
村
の

活
力
を
取
り
戻
し
、地
域
経
済

の
活
性
化
や
食
糧
自
給
率
の
向

上
に
貢
献
す
る
よ
う
、６
次
産

業
化
を
推
進
し
ま
す
。

②
石
巻
消
防
署
西
分
署
の
建
設

③
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成

▲避難ビル（魚町）

④
震
災
資
料
収
集
整
理
、震
災

　
記
録
展
示
会
開
催

⑤
小
学
校・中
学
校
用
に
お
け
る

　

防
災
教
育
副
読
本
の
活
用
、

　
学
校
の
防
災
機
能
の
強
化

⑥
災
害
に
強
い
情
報
連
携
シ
ス

　
テ
ム
の
構
築
等

　
全
供
用
開
始
に
向
け
た
工
事

④
石
巻
駅
周
辺
地
域
を
津
波
防

　

災
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
向

　
け
た
検
討

　
シ
ス
テ
ム
事
業
の
継
続
実
施

⑦
応
急
仮
設
住
宅
コ
ー
ル
セ
ン

　
タ
ー
の
継
続
設
置

⑧
国
営
復
興
祈
念
公
園
整
備
の

　
継
続
要
望

⑨
水
辺
の
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

　
計
画
の
推
進

⑩
湊
地
区
・
渡
波
地
区
へ
の
防

　
災
緑
地
の
整
備

⑧
湊
小
学
校
と
湊
第
二
小
学
校

　
の
統
合

⑨
渡
波
小
学
校
お
よ
び
湊
中
学

　
校
の
改
修

⑩
特
別
支
援
教
育
共
同
実
習
所

　
の
再
建

⑪
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

　
向
け
た
基
本
計
画
策
定
お
よ

　
び
基
本
設
計・実
施
設
計

⑫
母
子
家
庭
自
立
給
付
金
事
業・

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業

　
支
援
事
業
の
継
続
実
施

⑬
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
対

　
象
児
童
の
拡
大

⑭
総
合
福
祉
会
館「
み
な
と
荘
」・

　
「
湊
こ
ど
も
園
」、「
放
課
後
児 ▲石巻市フォーラム2013
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まちの話題
河南地区

　消防団河南地区団と、婦人防火クラブによる春の防火パレードが行われ、地
域の火災予防と安全を訴えました。
　毎年春の火災予防運動期間中に行われているもので、この日は約40人の団
員とクラブ役員が11台の消防ポンプ車等に分乗し、前谷地コース、鹿又コース
の2地区に分かれてパレードをして、市民の防火意識向上に努めました。

3月2日（土）
桃生公民館

　一般教養講座「自
じ き ょ う

彊術
じゅつ

教室」が開かれ、25人の地域住民が健康増進の体育療法
を学びました。
　今回初めて開催されたこの教室では、100年近い歴史のある健康体操「自彊術」
が紹介されました。講師の指導のもと、31あるさまざまな動作を実践し、気持ちよ
く体を動かしました。

心身ともに

     リフレッシュ

桃生地区

H25（2013）.4.1

3月3日（日）
河南総合支所前

火災予防をPR
春の防火パレード

○石巻市災害時備蓄計画を策定しました 災害時に備え、市、市民、事業所等が協力し合い必要な物資の備蓄を行っていきます。

1　備蓄計画の基本的な考え方
　「自らの身の安全は自らが守る」ということが防災の基本です。市民の皆さん
も日ごろから被災直後に必要な物資を備えておくことが必要です。
　しかし、震災時には、家屋の倒壊等により、多数の避難者や負傷者の発生が予
想されます。このため、市民自らが非常用持出品として食糧等の備蓄をすること
を基本としますが、市でも非常用持出品を持ち出せなかった避難者等のために、
食糧や生活必需品、災害応急対策に必要な資機材を備蓄します。

2　市全体の目標数量
⑴想定最大避難者数
　東日本大震災時の津波浸水区域内の全ての世帯を想定し7万人としました。
⑵必要数量
　備蓄は3日分とします。（1日2食想定）
　【食糧】 70,000人×6食=420,000食　【飲料水】 70,000人×6㍑=420,000㍑
⑶市民による持出
　7月8日に実施した津波避難訓練や12月7日に発生した津波警報時の調査結果か
ら避難者の7割は非常用持出品を持参できることとして計画しました。
⑷備蓄目標内訳 目標数量 食糧　420,000 食 水　　 420,000㍑

市 50,000 食 50,000㍑
市民 294,000 食 294,000㍑
流通備蓄 76,000 食 76,000㍑

3　市の備蓄品
　緊急性があり、家屋が全壊・流失し避難した住民にとって、災害発生後、市や事業
者等からの物資が届くまでの間に、必要不可欠な食糧、生活必需品等備蓄します。
　【食糧品等】　調理不要レトルトご飯、非常用飲料水（500ﾐﾘ㍑入り）、粉ミルク
　【生活必需品】　毛布、タオル、簡易トイレ、マスク、生理用品、カセットコンロ等
　【資機材】　発電機、投光機、簡易担架、太陽光ランタン、石油ストーブ、スコップ、バール等
　【医薬品】　救急箱セット、救助用マット等
※食糧、飲料水以外の備蓄品については、既に各避難所に配備していますが、使用
　した場合や不足が生じると予想される場合に随時、補充していきます。

4　ご家庭での非常用持出品の備蓄
　ご家庭では、食糧、飲料水、ラジオ、懐中電灯の必要最低限の備蓄をお願いしま
す。また、常備薬、老眼鏡、携帯電話充電器等もいつでも持ち出せるようにしておくこ
とが大切です。

※3日分以上の食糧や飲料水の備蓄をお願いします。乾物類は日本の伝統食品で
　保存日数も長く栄養もあります。また、普段購入しているものを上手に活用するこ
　とでまかなうことができます。

食糧・飲料水・ラジオ・懐中電灯
常備薬・老眼鏡・充電器等

リュックサック等両手が使える物に入れ
いつでも持ち出せるようにします。➡

5　事業所による備蓄
　事業所では、従業員や来場者等の安全を確保するために資機材を備蓄し、防災訓
練を実施しましょう。また、あらかじめ震災時における従業員の皆さんとの連絡方法
を定めておくことや、3日分以上の備蓄を推進し、災害が発生した場合には、近隣住民
等と連携しながら保有する施設や資機材、組織力等を提供することが望まれます。

6　流通備蓄
　市では、現在18事業所と災害協定を締結しています。今後は、具体的な備蓄数を
確認し、備蓄目標を達成できるよう協定内容の確認、見直しを行います。

7　支援物資
　適切に支援物資受入のコントロールを行う必要があります。また、必要な物資を
円滑に供給するために、市では総合物流企業等と連携し、効率的な物流システムの
構築に努めます。
　※石巻市災害時備蓄計画はホームページ上でも公表しています。
　問　防災対策課（内線4168）

備蓄調達のイメージ

避難所
避難所備蓄

事業所
流通備蓄

義援者
義援物資

自主防災組織等
防災備蓄

市民
炊出支援

市
備蓄

市民
自宅備蓄

市
調達物資

県・他市
支援物資

①
町
内
会
、応
急
仮
設
住
宅
団

　
地
自
治
会
等
が
開
催
す
る
交

　
流
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
へ
の
補

　
助
金
の
継
続
交
付

５　
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り

①
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
の
荷

　
さ
ば
き
所
の
建
設

②
水
産
加
工
団
地
の
排
水
処
理
場

　

や
汚
水
管
の
本
格
的
な
復
旧
工

　
事
の
実
施

③
漁
港
の
災
害
復
旧
工
事
、漁

　
港
用
地
の
嵩
上
げ
工
事
の
実

　
施

④
北
上
川
の
シ
ジ
ミ
種
苗
放
流

　
等
に
対
す
る
支
援

⑤
放
射
能
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

　
の
運
用

⑥
農
林
水
産
物
の
安
全
性
の
Ｐ

　
Ｒ
、風
評
被
害
の
防
止

６　
市
民
生
活
の
礎
と
な
る
産
業
の
復
興
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

①
中
小
企
業
復
旧
支
援
事
業
の

　
継
続
実
施

②
中
小
企
業
者
の
既
存
債
務
の

　

買
い
取
り
の
促
進
、東
日
本

　
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機

　
構
石
巻
事
務
所
設
置
の
要
望

③
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
災
害
関

　
連
枠
お
よ
び
緊
急
経
済
対
策

７　
中
小
企
業
者
の
再
生
、復
興

②
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築

③
イ
タ
リ
ア
共
和
国
チ
ビ
タ
ベッ

　
キ
ア
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

⑦
い
し
の
ま
き
和
牛
の
ブ
ラ
ン

　
ド
化
へ
の
支
援

⑧
被
災
農
家
経
営
再
開
支
援
事

　
業
の
継
続
実
施
、被
災
農
地
の

　
早
期
復
旧

⑨
間
伐
事
業
等
の
森
林
整
備
、

　
地
域
産
材
の
利
活
用
の
促
進

⑩
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
６
次

　
産
業
化
の
推
進

⑪
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

　

等
の
継
続
実
施
、重
点
分
野

　
雇
用
創
出
事
業
の
実
施

⑫
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
観

　
光
再
生
の
発
信　

　
等
保
証
料
補
給
事
業
の
継
続

　

実
施
、中
小
企
業
等
グ
ル
ー

　
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事

　
業
継
続
実
施
の
要
望

問　
総
合
政
策
課

　
　
（
内
線
４
２
１
２
）

　

童
ク
ラ
ブ
」を
合
わ
せ
た
施

　
設
の
設
計
業
務

⑮
家
庭
教
育
学
級
開
設
事
業
の

　
実
施

⑯
文
化
芸
術
参
加
型
事
業
、被

　
災
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
等
の
実

　
施

⑰
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
、

　
総
合
運
動
公
園
復
興
改
修
記

　
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

問

問

▲石巻市民球場オープニングセレモニー
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まちの話題
北上地区

　牡鹿半島の南東部に位置する泊浜に東北最大規模10メガワット級の太陽光
発電所が建設されることになり、現地で起工式が行われました。業務開始は来年
4月を見込んでいます。
　特定目的会社（SPC）の㈱サン・エナジー石巻が、民間の休耕地を借用して建設
するもので、生産電力は全て東北電力に売却します。年間発電量は11,720キロ
ワット時で、一般家庭3,000世帯分の発電を賄います。

牡鹿地区

　震災前の北上町を描いた「万年カレンダー」が武蔵野美術大学視覚伝達デザイ
ン科の学生たちによって制作され、店舗に隣接する子どもハウスに設置されてい
ます。
　木版製で大きな本の形をしており、獅子舞、釣り石神社、吉浜小学校、白浜海水浴
場、ヨシ刈り等地域の名所や人々の暮らしが月ごとに描かれています。カレンダー部
分はマグネットで文字を入れ替えることができ、何年も使うことができます。

２月14日（木）
泊浜

東北最大級の
太陽光発電所建設

３月２日（土）
にっこりサンパーク入口
ＷＥ ＡＲＥ ＯＮＥ ＭＡＲＫＥＴ

震災前の北上町描く

H25（2013）.4.1

新
し
く
下
水
道
処
理
が
開
始
さ

れ
る
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
25
年
3
月
31
日
供
用
開

始
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
石
巻
地
区

　

住
吉
町
二
丁
目
、吉
野
町
二

　
丁
目
、湊
字
鹿
妻
山
、流
留
字

　
中
の
各
一
部

■
河
北
地
区

　
北
境
字
蒜
沢
の
一
部

■
河
南
地
区

　

広
渕
字
荒
神
前
、前
谷
地
字

　
小
谷
地
の
各
一
部

■
桃
生
地
区

　

桃
生
町
神
取
字
屋
敷
、桃
生

　

町
神
取
字
町
浦
、桃
生
町
神

　
取
字
山
下
の
各
一
部

■
鮎
川
地
区

子ども・子育て支援事業計画策定委員会委員を募集します

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
、0
歳
か
ら
小
学

4
年
生
ま
で
の
外
来
分
と
入
院

分
、小
学
5・6
年
生
の
入
院
分

に
つ
い
て
実
施
し
て
き
ま
し
た

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、

4
月
1
日
よ
り
、入
院
分
の
助

成
に
つ
い
て
中
学
3
年
生
ま
で

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

　

2
月
中
旬
に
、平
成
10
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
主
宛
て
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、ま
だ
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
保
険
年
金
課

　
　
（
内
線
２
３
４
４
）

　幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進する
ための支援新制度が平成27年度にスタートします。制度の開始に先立ち

「子ども・子育て支援事業計画」を策定します。
　計画の策定にあたり、子育て中の市民の意見等を反映させるため、委員を
公募します。
募集人員（公募枠）　3人（市内在住20歳以上の方で、小学生以下の児童を
　　　　　　　　　子育て中で、児童福祉に関して興味のある方）
任　　期　委嘱の日（5月予定）～平成27年3月31日
申込方法　「公募委員申込書」に必要事項を記入し、児童福祉の推進に関し
　　　　　ての意見や提言等を400字程度にまとめ、郵便またはEメールに　
　　　　　より送付してください。
　　　　　申込書は、子育て支援課で配布または市のホームページからダウ
　　　　　ンロードしてください。応募された方には、選考結果等を通知します。
申込期間　4月8日（月）～19日（金）〔必着〕
申・問　〒 986-8501〔住所不要〕　子育て支援課（内線 2513）
　　　　Eメール　ischisup@city.ishinomaki.lg.jp

問申

行
政
情
報

①証明書お渡し口上部 ②保険年金課窓口上部 市
民
課
窓
口
に
て
番
号
案
内
表

示
機
を
導
入
し
ま
す

　

4
月
15
日
㈪
か
ら
、市
民
課

窓
口
で
の
混
雑
緩
和
、プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
、効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ
び
待
ち

時
間
の
快
適
化
を
図
る
た
め
、

窓
口
番
号
案
内
表
示
機
を
使

用
し
て
、名
前
を
お
呼
び
せ
ず

番
号
に
よ
る
案
内
を
開
始
し
ま

す
。対
象
と
な
る
窓
口
は
、市
役

所
2
階
市
民
課
の
6
番
窓
口

（
戸
籍
届・住
所
異
動
届
等
）、7

番
窓
口（
住
民
票
等
各
種
証
明

書
申
請
受
付
）並
び
に
8
番
窓

口（
証
明
書
交
付
）で
す
。

　
ま
た
、5
月
1
日
㈬
か
ら
は
、

市
民
課
窓
口
お
よ
び
国
保
年
金

課
窓
口
に
て
行
政
情
報
を
放
映

し
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
課

　
　
（
内
線
２
３
１
７
）

問

　

鮎
川
浜
内
山
、鮎
川
浜
清
崎

　
山
の
各
一
部

問　
下
水
道
管
理
課

　
　
（
内
線
５
６
９
３
）

問

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
各
支
所

問

今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
月
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
全

部
支
給
者
お
よ
び一部
支
給
者
に

つ
い
て
、12
月
か
ら
3
月
ま
で
の

4
カ
月
分
を
4
月
11
日
㈭
に
指

定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課

（
内
線
２
５
１
２・２
５
１
４
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

問

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
画
像
や
音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
、パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
課
金

さ
れ
高
額
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス

や
、無
料
の
ゲ
ー
ム
や
占
い
サ
イ

ト
か
ら
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘

導
さ
れ
、強
引
な
支
払
い
メ
ー
ル

が
届
く
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
て
い
ま
す
。上
限
額
や
暗
証

番
号
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
等

で
、安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
消
費
生
活
相
談
）

　
☎
23

－

５
０
４
０（
直
通
）

問

平
成
25
年
4
月
か
ら
難
病
の
方

が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対

象
と
な
り
ま
す

　
平
成
25
年
4
月
に
施
行
さ
れ

る
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、

障
害
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
方

が
加
わ
り
ま
す
。対
象
と
な
る

方
は
、身
体
障
害
者
手
帳
の
所

持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、必
要

と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
受
給
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

対　
象

　

対
象
疾
患（
130
疾
患
）に
よ

る
障
害
が
あ
る
方

手
続
き
方
法

　
対
象
疾
患
に
り
患
し
て
い
る

事
が
わ
か
る
証
明
書（
診
断
書

ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
等
）を
持
参
の
上
、申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、障
害
程
度
区
分
の

認
定
や
支
給
認
定
等
の
手
続
き

を
経
て
、必
要
と
認
め
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
・
問　
障
害
福
祉
課

（
内
線
２
４
７
７・２
４
７
９
）

平
成
25
年
度

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社

会
参
加
お
よ
び
生
き
が
い
づ
く

り
の
た
め
に
、交
流
の
場
と
活

動
の
場
を
提
供
し
、デ
イ
サ
ー

問

申

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対

し
、事
業
実
施
に
か
か
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
要
件

①
地
域
の
集
会
所
等
を
活
用

　

し
、お
お
む
ね
月
3
回
以
上

　
実
施
で
き
る
団
体
等

②
1
日
の
事
業
実
施
時
間
を
5

　
時
間
以
上
と
す
る
こ
と

③
1
回
当
た
り
の
平
均
利
用
者

　
数
は
5
人
以
上
と
す
る
こ
と

④
事
業
を
6
カ
月
以
上
継
続
し

　
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
ま
た

　
は
6
カ
月
以
上
継
続
し
て
実

　
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て

　
い
る
こ
と

※
平
成
25
年
度
に
お
い
て
、新

　
た
に
助
成
を
希
望
す
る
団
体

　

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

申
・
問　
福
祉
総
務
課

　
　
　
　
（
内
線
２
４
５
３
）

問

申

在
宅
障
害
者
等
社
会
参
加
促
進

助
成
券（
タ
ク
シ
ー
と
自
動
車

燃
料
費
共
通
助
成
券
）

　
心
身
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

在
宅
の
障
害
者
が
通
院
や
社
会

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
、タ

ク
シ
ー
や
自
家
用
車
を
利
用
す

る
場
合
、タ
ク
シ
ー
の
利
用
料

金
や
自
動
車
燃
料
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
対
象
者
に
は

助
成
券
ま
た
は
申
請
書
を
4
月

1
日
㈪
に
郵
送
し
ま
す
。

対　
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

お
よ
び
3
級（
肢
体
不
自
由
、

在
宅
酸
素
療
法
者
の
み
）、療
育

手
帳
Ａ
、精
神
保
健
福
祉
手
帳

1
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
、

平
成
24
年
度
の
市
民
税
が
本
人

非
課
税
の
方

申
請
手
続
き

◦
平
成
24
年
度
に
交
付
を
受
け

　

た
方
で
、平
成
25
年
度
も
対

　

象
と
な
る
方
に
は
、助
成
券

　
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

◦
平
成
24
年
度
に
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い
方
で
、平
成
25
年

　
度
に
対
象
と
な
る
方
に
は
申

　

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
保
健
福
祉
課
で
申
請
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
害
福
祉
課

（
内
線
２
４
７
３
～
２
４
７
５
）

問

申
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